
●期中に現金過不足が発生した時の処理

●期末に現金過不足が発生した時の処理

例

例

●期末に「現金過不足」（仮）勘定に残高がある場合の処理

期末に「現金過不足」勘定に残高がある

現金過不足
不足額

現金過不足
超過額

(貸)

(借)雑　損　　 XXXX (貸)現金過不足 XXXX(借)現金過不足 XXXX (貸)雑　益　　 XXXX

原因不明の差額は「雑損」(費用)「雑益」(収益)とする

(借) (貸)現金過不足 XXXX(借)現金過不足 XXXX

「現金過不足」勘定をゼロにする

原因不明の差額は「雑損」(費用)「雑益」(収益)とする

 　 交 通 費　 XXXX  　 雑　　益　 XXXX  　 雑　　損　 XXXX  　 受取利息　 XXXX
(借)現　　金　 XXXX (貸)受取利息　 XXXX (借)交 通 費　 XXXX (貸)現　　金　 XXXX

(貸)現　　金　 XXXX

原因が判明したら適切な勘定へ振り替える

 　 交 通 費　 XXXX  　 差　　額　 XXXX  　 差　　額　 XXXX  　 受取利息　 XXXX
(借)現　　金　 XXXX (貸)受取利息　 XXXX (借)交 通 費　 XXXX

(借)現　　金　 XXXX (貸)現　　金　 XXXX

期末に現金過不足発生

実際 ＞ 帳簿 実際 ＜ 帳簿

帳簿を実際に合わせる

反対側「現金過不足」（仮）とする

(貸)現　金　　 XXXX

(借)現　金　　 XXXX (貸)現金過不足 XXXX (借)現金過不足 XXXX (貸)現　金　　 XXXX

(借)現　金　　 XXXX

期中に現金過不足発生

実際 ＞ 帳簿 実際 ＜ 帳簿

帳簿を実際に合わせる


